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公益財団法人 橋本財団 
理事長 橋本 俊明 様 

2020 年 2 月 5 日 

ふりがな とくていひえいりかつどうほうじんおりーぶのいえ 

団体名 特定非営利活動法人オリーブの家 

代表者名 役職名 理事長 氏名 山本 康世 

連絡先 

住所 〒708-0871 岡山県津山市中島 232-11 

0868-28-4772 

olivehouse1225@gmail.com 

http://www.facebook/olivehouse1225/ 

TEL 

E-mail 

URL 

設立年 
（西暦） 

 2017 年 

主な活動 
貧困母子家庭に対して、社会復帰・就職・再婚・出産できる環境づくりの支援活動。さらに 
DV（精神的パワハ ラ・モラハラを含む）に悩む女性と子どもの一時保護シェルターを完備
し、専門家による心のケアを行う。 

活動の対象者 DV 被害者女性及び子ども・貧困母家庭の親子 

助成活動名 DV 被害者・貧困母子自立支援 

助成額     1,100,000 円 

実施内容 

目的 

貧困母子・DV 被害者の方の保護及び自立支援。 
子どもの教育環境を整えてあげること。 
子どもが安心して日々暮らしていき、当たり前の生活が当たり前に送れるよう
に支援していく。 

内容 

津山市内民家（賛助者からの寄付）の修繕リフォーム。家電の設置工事 
対象者：DV 被害者女性及び子ども・貧困母家庭の親子 

実施場所：津山市内 
実施スケジュール：2019 年 8 月より修繕リフォーム開始 

成果 

当初古い一軒家の半分を解体する予定でしたが、西日本の災害の影響により解
体費用や工事費用が予定より３割ほど高くなっていたことや、業者そのものの
人手不足により一部解体に変更し、一階部分を一台屋根付き駐車スペースとし
て確保出来たことは大変良かったです。 
シェルターにするための改装なので一般住宅の中であまり目立たないように作
っていただき利用者様の安全にも配慮出来ました。 
親子 1 組ないし 2 組(子供の数による)または女性 2 人が利用出来る保護シェル
ターとして準備をはじめており、3 月 1 日より受け入れを開始いたします。 
業者の方にはオリーブの家の事務所という名目で信頼できる方々にお願い出来
ました。町内会長様も元学校長だったので非常に理解を示してくださりご近所
の方々にもご理解していただけました。 

今後の課題と
対応策 

シェルターとしての受け入れの準備のための備品の確保と、細かい内装の準備、そして 
新しいシェルター利用が出来ることを市町村や児相、福祉施設、関連 NPO にお知らせをし
ていきます。 

参加者・利用
者の感想など 

設立以来はじめての家の寄付をいただいた時は、正直嬉しい反面理事全員が改修工事に高
額費用がかかりそうだと不安でした。 
しかし、依頼者の顔が浮かびなんとかシェルターをつくりたいという気持ちと、橋本財団様
より助成金をいただいたおかげで理事全員更に一致団結して寄付集めはもちろんのこと、自
分たちで出来る慣れない手作業も出来ました。私たちの活動の姿を見ていてくださった支援
者の方々からもボランティアの申し出が増えました。 
 
この助成金での活動に参加してくださった業者様や支援者の方々からも、社会貢献のため
に力を使えたことがとても嬉しいですと言っていただきました。 



写真の提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


